
２ 繁殖性の向上 
      LIAJ 

②発情発見と初回授精の遅れ 
 繁殖成績では受胎率への問題指摘が多いですが、妊娠率の視

点、即ち、発情回帰と発見や初回授精を改善することが必要

です。 

① 繁殖成績が悪い個体を牛群から発見しましょう。 

② 授精実施率は発情回帰と発情発見率で決定されます。 

③ 分娩後初回授精が遅い農家は、低カルシウムが原因と

なっている場合も多いようです。 

④ 授精が遅れる、あるいは、授精できなかったは、受胎率

が０％であったことと等しいのです。 

 これらの現象を繁殖台帳Webシステムでチェックできます。 



 分娩間隔が長い個体が牛群の繁殖成績を引き延ばしている。 

 その個体(リピートブリーダ等)の発見と対処することが重要。 

繁殖間隔の度数分布グラフ 
      LIAJ 

分娩間隔 

空胎日数 



妊娠牛 未妊鑑牛 未授精牛 

初回授精が遅れてい
る牛が非常に多い！ 発情発見率が低い 

棒グラフのドットは人工授精を示します。ポイ
ントが一目で分かるように工夫しています。 

      LIAJ 
実空胎日数グラフ 



  乳熱の症例               

起立不能 典型的な姿勢、 

頭頸部を屈曲して臥伏 

乳熱からナックルを継発した例 

  胎盤停滞の症例               
低カルシウムから胎盤停滞や 

子宮脱を発症する例もある。 

写真：酪農学園大学小岩政照教授 

  その他、乳房炎が増えることも知られています               

初回授精が遅れがちな農家では、低カルシウムが原因であること
が多く、次にあげるような周産期病をともなうこともある。 

      LIAJ 
初回授精の遅れ 



２ 繁殖性の向上 
      LIAJ 

③飼養管理 
 繁殖性向上のための飼養管理を考える場合、健康面から

考えれば、不適切な飼養管理はすべて繁殖に影響すると

言って過言ではありません。 

 ここでは、直接、繁殖に影響すると言われているＭＵＮ

（乳中尿素態窒素）による飼養管理を繁殖台帳Webシス

テムで紹介します。 

 

 

 



飼料給与の見直しが必要？ 

ＭＵＮは、ＢＵＮ（血中尿素窒素）が乳中に
移行したもので、ＭＵＮが高いということは
ＢＵＮが高いことを意味しています。 

高ＢＵＮは、子宮内ｐＨを低下させ、繁殖成
績を悪化させることが知られています。 

 各個体で、特に授精適期の牛において 

ＭＵＮが１６を越える場合は、蛋白飼料等
の飼料設計を見直す必要があります。 

ＭＵＮが１６mg/dlを越えると、繁殖成績に
悪影響を与えることがグラフでよく分かる。 

 

      LIAJ MUN（乳中尿素態窒素) 



３ 供用期間の延長 

供用期間の延長のためには？ 
 如何に健康に管理するかに尽きます。 

 牛群検定での健康チェックを紹介します。 

① 健康管理ための新たな検定項目 

  １）ボディコンディションスコア（ＢＣＳ） （平成２３年～） 

  ２）蹄冠スコア              （平成２６年～） 

  ３）飛節スコア              （平成２６年～） 

② 牛さんからのSOSサインの検定項目 

  １）体細胞スコア（ＳＣC） 

  ２）Ｐ／Ｆ比 

  ３）検定日乳量 

      LIAJ 



牛のメタボを
チェック！ 

ボディコンディションスコア 
      LIAJ 



初産 

３産以上 

ＢＣＳの観察       LIAJ 月に一度の検定の際に、検定員とともにボディコ
ンディションや肢蹄を観察し、客観的に記録する
ことが、結果的に供用期間の延長につながります。 

 

 
通常、初産牛はまだ成長を続けているので、２産
３産より過肥になりづらい。 

本例では初産牛が泌乳後期に最も過肥傾向と
なっており、本農家の初産牛の飼養管理に課題が
ありそう。 



蹄葉炎をはじめ、
蹄のトラブルを 
早期発見！ 

蹄冠スコア       LIAJ 


